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平
成
17
年
度
第
23
回
や
ま
え
産
業
振
興
ま

つ
り
を
11
月
18
日(

金)

か
ら
11
月
20
日(

日)

ま

で
の
３
日
間
、
山
江
村
役
場
前
特
設
会
場
を

中
心
に
好
天
の
中
、
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
９
時
よ
り
丸
岡
公
園
農
村
広
場
で
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
地
区
か
ら
全
13
チ
ー
ム
が
出
場
し
好
ゲ

ー
ム
が
続
出
、
熱
戦
の
末
、
昨
年
に
引
き
続

き
一
丸
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

午
前
９
時
よ
り
農
産
物
等
の
出
品
物
の
受

付
が
始
ま
り
、
野
菜
、
果
実
、
加
工
食
品
な

ど
、
各
家
庭
で
育
て
た
自
慢
の
作
品
を
手
に
、

村
民
が
次
々
に
受
付
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

今
年
は
台
風
の
被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
雑
穀
類
16
点
、
果
実
類
１
２
１
点
、

根
菜
類
85
点
、
葉
菜
類
59
点
、
特
産
物
13
点
、

わ
が
家
の
宝
物
（
食
品
加
工
類
）
１
１
５
点
、

工
芸
手
芸
品
盆
栽
類
41
点
、
そ
の
他
の
加
工

類
２
点
、
合
計
４
５
２
点
の
出
品
が
あ
り
ま

し
た
。

今
年
の
出
品
は
前
年
と
比
べ
90
点
の
増
で

し
た
。

午
後
か
ら
九
州
農
政
局
消
費
安
全
部
、
農

業
普
及
指
導
課
に
よ
る
厳
正
な
審
査
が
行
わ

れ
、
別
掲
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し

た
。ま

た
、
役
場
前
広
場
で
は
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

賞
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
目
指
し
、
た
く

さ
ん
の
子
供
達
が
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

午
前
９
時
30
分
の
く
す
玉
割
り
と
爆
竹
を

合
図
に
、
祭
り
は
メ
イ
ン
行
事
へ
と
入
り
、

第
１
回
目
の
福
引
大
会
で
は
、
豪
華
商
品
が

当
た
る
こ
と
を
望
む
た
く
さ
ん
の
人
で
会
場

は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

１
回
目
の
福
引
大
会
が
終
わ
っ
た
あ
と
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
表
彰
式
に
移
り
、
長
年
現
役

と
し
て
農
林
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
方
や
功

労
者
に
表
彰
状
、
感
謝
状
、
大
会
の
入
賞
者

に
賞
状
の
授
与
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
等
の
挨
拶
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
ま

つ
り
は
演
芸
大
会
に
入
り
、
各
地
区
の
歌
や

踊
り
で
会
場
が
お
お
い
に
沸
き
ま
し
た
。
そ

の
後
中
学
生
が
総
合
学
習
の
時
間
に
学
ん
だ

郷
土
芸
能
（
臼
太
鼓
踊
り
、
扇
踊
り
、
棒
踊

り
）
発
表
が
行
わ
れ
、
山
江
村
の
踊
り
の
歴

史
を
思
い
出
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
陸
上
自
衛
隊
第
８
音
楽
隊
に
よ
る

演
奏
、
さ
ら
に
万
江
み
ど
り
シ
ョ
ー
と
続
き
、

息
も
つ
か
せ
な
い
シ
ョ
ー
に
会
場
は
さ
ら
に

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
!!

そ
し
て
第
２
回
の
福
引
大
会
。
午
前
中
よ

り
商
品
数
も
多
く
豪
華
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
会
場
の
期
待
が
膨
ら
み
、
当
選
者
と
し
て

名
前
を
呼
ば
れ
る
と
体
全
部
で
喜
び
を
表
現

す
る
人
が
い
た
り
と
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し

た
。そ

の
後
、
福
引
に
当
選
し
な
か
っ
た
人
を

が
っ
か
り
さ
せ
ま
い
と
、
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
に

よ
る
紅
白
餅
投
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
会
場
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
最
高
潮
に

達
し
、
待
ち
に
待
っ
た
芸
能
シ
ョ
ー
が
始
ま



り
ま
し
た
。
最
初
の
チ
ン
ド
ン
屋
の
登
場
で

会
場
は
沸
き
、
ち
び
っ
こ
舞
踊
に
な
る
と
、

ち
び
っ
こ
の
踊
り
の
す
ば
ら
し
さ
に
会
場
か

ら
は
感
激
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

三
沢
あ
け
み
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
始
ま

る
こ
ろ
に
は
５，

０
０
０
人
の
来
場
者
が
集

ま
り
、
ト
ー
ク
を
交
え
た
歌
謡
シ
ョ
ー
に
、

会
場
は
と
り
こ
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
農
産
物
等
出
品
物
の
即
売
会
が
行

わ
れ
、
産
業
振
興
ま
つ
り
は
盛
会
に
終
了
し

ま
し
た
。
各
団
体
の
出
店
も
、
好
天
に
恵
ま

れ
た
お
か
げ
で
上
々
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
１
人
ひ
と
り
の
連

帯
意
識
や
語
ら
い
を
村
づ
く
り
に
反
映
し
て

い
こ
う
」
と
い
う
主
旨
の
も
と
に
行
わ
れ
て

い
る
産
業
振
興
ま
つ
り
。
今
後
の
村
づ
く
り

へ
の
大
き
な
活
力
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
か
。

表
彰
者
、
大
会
の
入
賞
者
及
び
出
品
物
の

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。



(

聞
き
手)

ま
ず
、
８
区
の
紹
介
を
お
願

い
し
ま
す
。

古
賀
　
８
区
は
１
０
６
戸
の
世
帯
で

住
民
は
４
０
１
人
で
す
。
村
内
16
区

の
中
で
は
世
帯
数
で
３
位
、
人
口
は

一
番
多
い
地
区
で
す
。
古
く
か
ら
あ

る
小
山
田
地
区
と
新
し
い
北
永
シ
切

地
区
か
ら
な
り
、
山
田
小
学
校
に
隣

接
し
た
、
の
ど
か
な
田
園
地
域
と
い

え
ま
す
。

最
近
の
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
出
没
が
、

の
ど
か
な
田
舎
の
風
物
詩
と
は
い
え
、

農
家
へ
の
被
害
も
甚
大
で
悩
み
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
は
山
江
村
の
魅
力
に
惹
か
れ
、

こ
こ
に
居
を
構
え
て
20
年
に
な
り
ま

す
が
、
８
区
に
は
信
仰
心
の
厚
い

方
々
が
多
く
、
悠
久
の
歴
史
と
伝
統

の
息
吹
く
心
豊
か
な
地
域
で
あ
る
こ

と
に
大
変
魅
力
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

質
素
で
素
朴
な
伝
統
を
守
り
つ
つ

も
、
現
在
、「
小
山
田
わ
っ
か
も
ん
会
」

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
活
気

あ
る
地
域
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
小
山
田
と
北
永
シ

切
団
地
の
皆
さ
ん
の
若
さ
溢
れ
る
自

治
会
活
動
が
相
ま
っ
て
、
８
区
全
体

の
パ
ワ
ー
の
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
聞
き
手
）
８
区
の
自
慢
は
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？

古
賀
　
純
真
な
子
供
た
ち
の
健
や
か

で
元
気
な
姿
が
あ
る
こ
と
。
こ
れ
は

何
よ
り
の
魅
力
で
す
し
、
自
慢
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
か
ら
、「
隠
れ
念
仏
」
に
由
来

す
る
各
種
の
行
事
や
遺
物
が
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
の
深
層
の
精
神
は
、
悠

久
の
時
を
経
て
、
こ
の
地
区
に
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

「
火
の
祈
祷
」
や
「
地
蔵
講
」「
お
伊

勢
講
」
等
の
祭
事
は
、
旧
暦
に
よ
り

毎
年
執
り
行
わ
れ
、
信
仰
の
深
さ
・

尊
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、「
小
山
田
大
王
神
社
」
や

「
高
塚
さ
ん
（
頭
の
神
様
）」
も
信
仰

の
対
象
と
さ
れ
、
地
域
住
民
に
深
く

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
数
戸
の
古
い
石
倉
が

存
在
し
、
中
で
も
赤
坂
家
の
石
倉
は

国
指
定
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
若
っ
か
も
ん
会
の
肝

い
り
で
近
年
誕
生
し
ま
し
た
「
小
山

田
大
王
神
社
夏
祭
り
」
は
、
新
し
い

地
域
づ
く
り
の
活
力
源
と
な
り
、
今

や
地
域
の
伝
統
行
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。

そ
し
て
、
元
気
な
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
　
に
よ
り
ま
す
菜
園
経
営
も
自
慢

の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

（
聞
き
手
）
区
長
さ
ん
の
抱
負
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

古
賀
　
兼
務
し
て
い
る
公
民
館
分
館

長
と
し
て
の
職
務
に
魅
力
が
あ
り
ま

す
。
少
し
で
も
地
域
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
活
動
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
、
役
員
会
で
は
地
区
独
自
の

「
小
山
田
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
作
成
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
が
、

地
域
の
個
性
の
発
揮
と
な
っ
て
、
家

庭
教
育
の
活
性
化
に
寄
与
し
、
子
供

た
ち
の
豊
か
な
可
能
性
を
喚
起
す
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。カ

レ
ン
ダ
ー
の
内
容
は
、
子
供
た

ち
の
描
い
た
絵
を
中
心
に
構
成
し
、

小
山
田
の
行
事
、
村
や
学
校
の
行
事
、

そ
れ
か
ら
家
庭
教
育
標
語
等
を
盛
り

込
み
ま
す
。
現
在
、
役
員
全
員
で
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

このコーナーは、山江村でいろんな事に頑

張っている「人」を紹介していくものです。

今月は、第８区長 古賀　宗博さんにインタ

ビューしました。

Ｐ Ｌ Ｏ Ｆ Ｉ Ｌ Ｅ

古賀　宗博（こが　むねひろ）
山田小山田地区住在　第８区長

趣味：陶芸

（皿や花瓶など）

第8区長

古
き
良
き
伝
統
と
文
化
の
継
承

か
ち
ゃ
り
豊
か
な
地
域
へ



山
江
中
学
校
の
中
学
生
議
会
が
、
10
月

20
日
午
後
２
時
か
ら
、
村
議
会
議
場
で
開

催
さ
れ
た
。

今
回
の
中
学
生
議
会
は
、
山
江
村
で
は

初
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
「
み
ら
い
」
で
初
め
て
取
り

組
み
、
村
政
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
高
校
、
社
会
へ
と
旅
立
つ
生
徒
に
地

方
自
治
を
学
ば
せ
る
こ
と
が
狙
い
。

当
日
は
、
選
抜
さ
れ
た
三
年
生
議
員
14

人
が
村
執
行
部
に
対
し
一
般
質
問
す
る
と

あ
っ
て
、
傍
聴
席
に
は
二
年
生
と
三
年
生
、

教
職
員
、
村
議
や
村
民
の
方
で
満
杯
と
な

っ
た
。

ま
ず
、
山
口
太
廣
議
長
が
「
た
だ
い
ま

か
ら
平
成
17
年
10
月
山
江
村
中
学
生
議
会

を
開
会
し
ま
す
」
と
宣
言
し
開
会
。
14
人

の
議
員
が
一
人
一
人
登
壇
し
企
業
誘
致
、

過
疎
化
対
策
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
盤
整
備

な
ど
、
執
行
部
へ
質
問
し
た
。

質
問
を
受
け
て
、
内
山
村
長
を
は
じ
め

各
担
当
課
長
ら
が
、
他
市
町
村
と
の
比
較

や
数
字
な
ど
を
具
体
的
に
用
い
て
、
わ
か

り
易
く
丁
寧
に
答
弁
し
、
午
後
４
時
半
す

ぎ
に
閉
会
し
た
。

３
年
生
学
年
主
任
の
岩
坂
先
生
は
、「
生

徒
達
に
と
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
。
こ
う
ゆ

う
機
会
が
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
議
場
に

も
入
る
こ
と
も
な
い
し
村
政
に
ふ
れ
る
こ

と
も
な
い
と
思
う
。
打
ち
合
わ
せ
か
ら
リ

ハ
ー
サ
ル
、
議
会
当
日
ま
で
教
育
委
員
会

を
は
じ
め
議
会
事
務
局
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
お
礼
を
述

べ
ら
れ
た
。

議
長
と
議
員
は
次
の
と
お
り

議
　
長
　
山
口
　
太
廣
　
　
片
岡
　
良
平

山
本
　
翔
太

議
　
員
　
久
保
山
慧
美
　
　
大
平
　
美
保

山
下
　
智
也
　
　
久
保
山
千
恵

犬
童
　
博
信
　
　
深
川
　
愛
絵

上
村
　
佳
生
　
　
田
山
　
誠
也

松
本
麻
衣
子
　
　
岡
本
　
優
希

内
田
　
宙
斗
　
　
中
村
　
瑞
枝

犬
童
　
仁
美
　
　
谷
川
　
真
由

熊
本
県
で
は
「
第
14
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
火
の
国
く
ま
も
と
」

の
開
催
を
記
念
し
て
、
毎
年
10
月
に
、
県

下
の
保
育
所
が
一
斉
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
、
幼
児
の
時
期
よ
り
地
域
に
奉

仕
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
熊
本
県
保
育
所
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
日
」
を
設
け
ま
し
た
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
村
内
で
は
章
鹿
倉

保
育
園
と
山
江
保
育
園
の
児
童
た
ち
が
、

そ
れ
ぞ
れ
18
日
と
20
日
に
各
保
育
所
か
ら

役
場
周
辺
ま
で
の
道
を
歩
き
な
が
ら
、
ゴ

ミ
拾
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
、

村
内
の
美
化
に
一
役
買
い
ま
し
た
。



平
成
17
年
10

月
14
日
に
水
無

地
区
の
生
コ
ン

舗
装
を
中
竹
重

信
さ
ん
ら
地
権

者
参
加
の
も
と

行
い
ま
し
た
。

生
コ
ン
舗
装
事

業
は
、
村
内
の

農
作
業
道
を
舗

10
月
30
日
、
三
川
時
則
さ
ん
、
東
照
也
さ

ん
、
坂
口
昭
二
さ
ん
達
が
栽
培
す
る
山
田
新

層
の
共
同
畑
で
、「
さ
つ
ま
い
も
収
穫
体
験
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
体
験
料
は
家
族
で
２，

０
０
０
円
。
参
加
者
は
午
前
10
時
に
現
地
に

集
合
し
、
ク
ワ
や
手
で
芋
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
に
、
慎
重
に

収
穫
し
て
い
ま

し
た
。
小
学
生

が
ク
ワ
を
使
用

す
る
場
合
は
ク

ワ
で
芋
を
切
っ

て
し
ま
う
場
面

も
ち
ら
ほ
ら
。

当
日
は
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
番
慶
地
域
の
応
援
者
が
参
加
し
、

さ
つ
ま
い
も
を
使
っ
た
料
理
が
振
舞
わ
れ
、

天
ぷ
ら
、
チ
ッ
プ
ス
、
混
ぜ
ご
飯
、
ダ
ゴ
汁
、

ま
ん
じ
ゅ
う
と
さ
つ
ま
い
も
の
フ
ル
コ
ー
ス

に
参
加
者
は
大
満
足
。
収
穫
し
た
約
40
kg
の

さ
つ
ま
い
も
を
笑
顔
で
持
帰
ら
れ
ま
し
た
。

三
川
さ
ん
、
東
さ
ん
、
坂
口
さ
ん
３
人
は

遊
休
農
地
の
解
消
と
、
農
業
に
よ
る
地
域
活

性
化
を
図
る
た
め
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

山
江
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
で
は

12
月
10
日(
土)
に
も
「
石
臼
を
つ
か
っ
た
昔
な

が
ら
の
豆
腐
づ
く
り
体
験
」
と
「
リ
ー
ス
づ

く
り
体
験
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

装
す
る
目
的
で
毎
年
行
っ
て
お
り
、
原
材

料
代
（
生
コ
ン
代
）
を
村
が
全
額
補
助
し
、

舗
装
作
業
は
住
民
の
手
に
よ
っ
て
行
う
も

の
で
す
。

作
業
が
終
わ
っ
た
後
、「
舗
装
を
行
っ
た

こ
と
で
、
林
業
作
業
が
行
い
易
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
水
害
に
よ
り
道
が
荒
れ
る
こ

と
も
な
く
な
り
大
変
助
か
り
ま
す
」
と
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
17
年
、
熊
本
県
は
教
育
の
重
要

性
に
つ
い
て
県
民
の
理
解
を
深
め
ま
た
、

学
校
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
た
連

携
・
協
力
し
、
互
い
の
教
育
力
を
高
め

る
と
と
も
に
、
教
育
関
係
者
が
そ
の
責

務
の
重
大
さ
を
自
覚
し
、
新
た
な
思
い

で
教
育
に
取
り
組
む
契
機
と
す
る
た
め
、

11
月
１
日
を
「
く
ま
も
と
教
育
の
日
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
制
定
に
伴
い
広
く

そ
の
趣
旨
を
理
解
す
る
よ
う
、
県
内
の

小
中
学
校
児
童
生
徒
や
保
護
者
へ
標
語
、

ポ
ス
タ
ー
の
募
集
が
あ
り
ま
し
た
。
応

募
総
数
４
２
１
点
の
中
か
ら
、
最
優
秀

賞
と
し
て
、
山
田
小
４
年
東
尚
美
さ
ん

の
標
語
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

11
月
１
日
、
熊
本
県
立
劇
場
で
記
念
式

典
が
あ
り
、
柿
塚
県
教
育
長
よ
り
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

横
瀬
山
田
小
校
長
は
、「
と
て
も
純
粋

で
素
直
な
作
品
で
あ
り
心
が
あ
た
た
ま

る
。
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
全
児
童
及
び
教
職
員
大
変
喜
ん
で

い
ま
す
。」
と
感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
村
教
育
委
員
会
は
、

「
村
内
の
学
校
か
ら
最
優
秀
賞
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
大
変
名
誉
で
誇
り
に
思

い
ま
す
。
今
後
、
村
内
の
小
中
学
校
児

童
生
徒
が
、
色
々
な
活
動
に
対
し
自
信

が
つ
き
、
や
る
気
が
期
待
で
き
る
。」
ま

た
、
山
田
小
学
校
玄
関
フ
ロ
ア
ー
内
に

標
語
の
看
板
を
設
置
し
、
今
後
、
村
教

育
振
興
等
に
も
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。



平
成
17
年
10
月
18
日
（
火
）
山
江
村
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
山
江
村

文
化
協
会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。設

立
総
会
に
先
立
ち
「
本
日
は
山
江
村

文
化
協
会
設
立
と
い
う
歴
史
的
な
１
日
で

あ
る
。
地
域
文
化
の
振
興
と
村
づ
く
り
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
村
長
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
度
募
集
し
て
い
た
、「
子
ど
も
１
１

０
番
の
家
ス
テ
ッ
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
」
の

審
査
会
が
あ
り
最
優
秀
賞
に
山
田
小
学
校

５
年
生
の
田
山
加
奈
子
さ
ん
の
作
品
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

現
在
、
村
内
各
家
庭
や
事
業
所
に
張
っ

て
あ
り
ま
す
が
、
色
あ
せ
た
り
、
剥
げ
落

ち
た
り
し
て
い
る
た
め
、
山
江
村
ら
し
い

デ
ザ
イ
ン
を
村
内
各
小
中
学
校
に
募
集
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
小
学
５
、
６
年
生

と
中
学
２
、
３
年
生
か
ら
92
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
特
産
品
の
ク
リ
を
題
材
に

し
た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
内

山
村
長
を
は
じ
め
村
内
学
校
長
、
教
育
長
、

人
吉
警
察
署
が
審
査
に
当
た
り
最
優
秀
賞

を
は
じ
め
各
賞
を
選
出
し
ま
し
た
。

入
賞
は
次
の
と
お
り
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

●
最
優
秀
賞

田
山
加
奈
子
（
山
田
小
５
年
）

●
優
秀
賞

塩
田
五
由
美
（
山
江
中
３
年
）

福
屋
　
隼
斗
（
万
江
小
５
年
）

●
佳
　
　
作

前
村
宗
一
朗
（
山
江
中
２
年
）

林
田
愛
理
紗
（
山
田
小
６
年
）

橋
口
　
朋
佳
（
山
田
小
６
年
）

広
田
　
美
沙
（
山
田
小
６
年
）

中
村
　
菜
摘
（
万
江
小
６
年
）

池
田
　
綾
乃
（
山
田
小
５
年
）

議
事
で
は
、
太
極
拳
の
西
英
宣
氏
を
議

長
に
会
則
の
制
定
、
役
員
選
出
、
事
業
計

画
、
平
成
17
年
度
予
算
等
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
初
代
会
長
に
藤
田
博
司

氏
、
副
会
長
に
山
井
治
人
氏
と
城
子
サ
ダ

子
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
各
部
が
文
化
活
動
を
通
し
て
交

流
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

文
化
協
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
村
内
に
拠
点
を
置
き
活

動
す
る
文
化
団
体
又
は
個
人

で
、
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方

は
文
化
協
会
事
務
局
（
教
育

委
員
会
内
）
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。



販売の手口として、健康食品のサンプルを突然送りつけ、後日、営業マンが訪
問し、「これを飲めばガンが予防できる」など、言葉巧みに勧め、６０万円分の健
康食品のクレジット契約を結ばせるケースや、営業マンが電話をかけ、足腰が悪
いなどと言う高齢者に対して訪問し、「○○に効く」と薬効を強調するほか、「飲
み方を教えるから箱を開けて」と言って使用させ、そのまま売りつけるという
「誘導開封」で契約させる悪質なケースが相次いでいます。
熊本県消費生活センターでは、「健康食品は効能をうたえない。

健康に関しては、まず、かかりつけの医師に相談を！」と注意を呼びかけています。
高齢者の被害が多いので、家族など周りの人が注意して見守り被害防止に努めていきましょう。
｠（ご相談窓口）
熊本県消費生活センター　TEL ０９６-３５４-４８３５

（平成17年11月1日　熊日朝刊より抜粋）

「病気が絶対治ります」と健康に不安を抱えた高

齢者をねらい、高額な健康食品を売りつける、悪質

な訪問販売が県内で増加しています。

悪質な訪問販売に
ご注意を！

悪質な訪問販売に
ご注意を！

平
成
十
七
年
度
郡
市
中
体
連
秋
季
陸
上
大

会
は
、
９
月
27
日
（
火
）、
多
良
木
町
多
目

的
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

男
子
19
種
目
、
女
子
17
種
目
で
行
わ
れ
、

山
江
中
学
校
か
ら
は
男
子
22
名
、
女
子
22

名
、
計
44
名
が
参
加
し
、
一
生
懸
命
競
技

し
ま
し
た
。
今
大
会
で
は
宮
田
裕
史
君
が

二
年
男
子
百
メ
ー
ト
ル
で
一
位
、
片
岡
良

平
君
が
代
表
走
り
幅
跳
び
で
三
位
と
活
躍

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
年
四
百
メ

ー
ト
ル
リ
レ
ー
が
六
位
、
森
岡
小
都
さ
ん

が
２
年
女
子
百
メ
ー
ト
ル
で
五
位
、
秋
内

明
日
見
さ
ん
が
一
年
八
百
メ
ー
ト
ル
で
四

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
宮
田
裕
史
君
は
10

月
９
日
（
日
）、
熊
本
市
の
Ｋ
Ｋ
ウ
ィ
ン
グ

で
の
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。



蕁



熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会
で
は
、
県
内

で
木
造
住
宅
を
新
築
さ
れ
る
方
に
１
棟
分

の
乾
燥
ス
ギ
柱
材
を
無
償
で
提
供
す
る

「
く
ま
も
と
木
の
住
ま
い
づ
く
り
推
進
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。
提
供
す
る
柱
材
は
、

12
cm
角
、
ま
た
は
10．

５
cm
角
、
長
さ
３

m
で
１
戸
あ
た
り
90
本
を
上
限
と
し
ま
す
。

募
集
戸
数
　
第
４
回
目
　
25
戸

募
集
期
間
　
11
月
28
日(

月)

〜
12
月
９
日

(

金)申
込
条
件
・
方
法
は
下
記
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で

(

社)

熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会

蕁
０
９
６
―

３
８
２
―

７
９
１
９

fax
０
９
６
―

３
８
２
―

７
８
９
３

検
察
審
査
会
は
、
検
察
官
が
被
疑
者
（
犯

罪
の
嫌
疑
を
受
け
て
い
る
者
）
を
裁
判
に

か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の

よ
し
あ
し
を
、
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選

ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
審
査
す
る
。

そ
れ
が
検
察
審
査
会
制
度
で
す
。
詳
し
く

は
、
人
吉
検
察
審
査
会
事
務
局
（
蕁
２
３
―

in format ioninformat ion

「ダメ。ゼッタイ。」 シンナー・覚せい剤などの乱用を なくそう。 

薬物乱用って何？ 

シンナーってどんなもの？ 

覚せい剤はこんなにこわい。 

シンナーや覚せい剤はこんなに危険！ 

薬物をやめても、もとにはもどらない！ 

こんな甘い言葉で誘ってきます。 



等
、
申
込
と
同
時
に
納
入
）

■
問
合
せ
・
申
込
先：

人
吉
球
磨
能
力
開

発
セ
ン
タ
ー

人
吉
市
相
良
町
１
２
５
３
―

１

蕁
２
２
―

２
４
７
５

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
試
験
は
、
今
企

業
で
求
め
ら
れ
て
い
る
社
外
で
も
通
用
す

る
職
務
の
遂
行
に
必
要
な
専
門
的
知
識
や

実
務
能
力
を
評
価
す
る
試
験
制
度
で
す
。

試
験
に
は
、
職
務
分
野
を
１
４
０
の
ユ

ニ
ッ
ト
に
分
け
、
専
門
的
知
識
や
実
務
能

力
を
評
価
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
・

ユ
ニ
ッ
ト
試
験
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア

制
度
修
了
認
定
試
験
）
と
、
職
務
分
野
全

般
に
求
め
ら
れ
る
広
範
囲
な
専
門
的
知
識

と
そ
の
応
用
力
・
企
画
力
を
評
価
す
る
上

級
レ
ベ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
・
マ

ス
タ
ー
試
験
（
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
務
能

力
評
価
試
験
）
が
あ
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
後
期
試
験
は
、
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

■
受
験
申
請
受
付
期
間
　
平
成
18
年
１
月

４
日
（
水
）
〜
１
月
18
日
（
水
）

■
試
験
実
施
日

（
１
）
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
・
ユ
ニ
ッ
ト

試
験：

平
成
18
年
３
月
４
日
（
土
）

５
日
（
日
）

（
２
）
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ス
タ
ー

試
験：
平
成
18
年
３
月
５
日
（
日
）
の

みお
問
い
合
わ
せ
、
資
料
ご
希
望
の
方
は

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
総
務
・

４
８
５
５
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

熊
本
県
で
は
熊
本
県
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
に
よ
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成

を
県
内
全
域
で
進
め
る
た
め
、
熊
本
県
青

少
年
育
成
県
民
会
議
と
連
携
し
て
、
青
少

年
健
全
育
成
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、

地
域
で
そ
し
て
県
民
総
ぐ
る
み
で
青
少
年

育
成
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

日
時
は
12
月
３
日
の
13
時
〜
16
時
で
す
。

場
所
は
県
庁
地
下
大
会
議
室
で
す
。
大
田

黒
浩
一
さ
ん
の
講
演
や
事
例
発
表
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
熊
本
県
交
通
安

全
・
青
少
年
課
（
蕁
０
９
６
―

３
３
３
―

２

２
９
４
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
初
級
コ
ー
ス

を
開
催
し
ま
す
。

そ
の
中
の
一
般
群
市
民
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

■
日
程：

平
成
18
年
１
月
、
２
月
、
３
月

の
各
土
曜
日
の
う
ち
10
日
間

■
時
間：

９
時
〜
16
時
（
６
日
間
）

９
時
〜
16
時
30
分
（
４
日
間
）

■
会
場：

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
旧
職
業
訓
練
校
）
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
内
容：

初
級
編
　
ワ
ー
ド
（
文
書
作
成
）
・

エ
ク
セ
ル
（
表
計
算
）
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

■
募
集
人
員：

10
名
程
度

■
開
始
時
間：

12
月
１
日
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

■
受
講
料：

７，

０
０
０
円
（
教
科
書
代

開
発
振
興
課
）
ま
で

（
〒
８
６
２
―
０
９
５
０
熊
本
市
水
前
寺
６
丁

目
５
―
１
９
蕁
０
９
６
―
３
８
４
―
１
７
１
１
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.bc.javada.or.jp/

消
防
法
第
13
条
の
５
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
熊
本
県
知
事
の
委
任
に
係
る
平
成

17
年
度
第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

（
１
）
と
き
　
平
成
18
年
２
月
19
日
（
日
）

試
験
地
　
熊
本
市

（
２
）
試
験
の
種
類

・
乙
種
第
４
類
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
３
）
受
験
願
書
の
請
求
先

・
（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

本
県
支
部
及
び
最
寄
の
消
防
本
部

（
４
）
受
験
願
書
の
提
出
先

・
（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

本
県
支
部

（
〒
８
６
２
―
０
９
７
６
　
熊
本
市
九
品
寺

１
丁
目
11
番
４
号
熊
本
県
教
育
会
館
内
）

（
５
）
受
付
期
間
　
平
成
18
年
１
月
10
日

（
火
）
か
ら
１
月
12
日
（
木
）

（
６
）
く
わ
し
い
こ
と
は
（
財
）
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
へ

蕁
０
９
６
―
３
６
４
―
５
０
０
５
及
び
　

０
９
６
―
３
６
４
―
７
６
１
０
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